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区分 議　　案　　名 補正額 補正後 結果

補
正
予
算

一般会計補正予算第１号 １億3323万円 101億6923万円 可決

下水道会計補正予算第１号 98万円 12億3718万円 可決

介護保険補正予算第１号 391万円 22億2435万円 可決

水道会計補正予算
第１号（費用）

△425万円 2億7700万円 可決

条　

例

危機管理対策本部条例改正 可決

税条例の一部改正（専決処分） 承認

そ　

の　

他

赤碕財産区管理会委員の選任 同意

成美財産区管理会委員の選任 同意

安田財産区管理会委員の選任 同意

以西財産区管理会委員の選任 同意

町道の路線の変更（総合公園線） 可決

伝送路敷設換えに伴う辺地総合計画の策定（８地区） 可決

議
員
提
出

議会委員会条例の一部改正 可決

参議院選挙区の「合区」に反対する決議 可決

請願･陳情による意見書提出４件（19ページ参照） 可決

足達泰久氏と村上　隆氏の人権擁護委員に対する意見 同意

農業委員に丸山　環氏を議会推薦 推薦

※�この一覧に記載したもの以外に「報告」が５件あり、「専決処分」３件も承認しま
した。
※議案の名称は正式なものでなく簡素化しています。

議会の特徴

年金　で意見分かれる6月 請
願

高塚議員
　物価スライドを淡々と
やっていかないと、若者の

負担が増えていく。
　もともと減すべきもの。元に戻すべ
きであり、反対です。

反 対

　６月定例議会は10日から20日まで開かれ、27件
の議案が審議されました。また議会への請願・陳情
は５件寄せられ、それぞれの委員会での審議を経て
本会議で議決され、関係方面に意見書が送られまし
た（「請願・陳情の審査結果」参照）。
　「専決」されて提案された４議案のうちの税条例
は、軽自動車税などを引上げる地方税法改正に伴う
もので町民負担につながります。

　補正予算は４件が提案され、いずれも人事異動な
どに伴う補正です。この内一般会計の補正予算で目
を引くのはパート職員の賃金を時給865円から950
円に引上げに伴う増額です。これはパート労働者の
組合結成による団体交渉を反映したもので大きな変
化といえる出来事です。
　９対５で意見が分かれたのが年金の減額に反対す
る請願でした。その討論を紹介します。

澤田議員
　わが国は、国民皆年
金です。年金事務を引き
上げ、徴収が悪くなった。運用
の問題もあった。
　マクロ経済スライドもあり、消費税
もアップした（福祉のため）。高齢者
の一番大事な年金であり、削減はやめ
るべきだ。

青亀議員
　紹介議員でもあり、賛
成です。
　消費税が上がり、異常な金融
政策で物価の引き上げが行われてい
る。
　わが町の年金は75億円と巨額であ
り、高齢者だけでなく地域経済を支え
ている。意見書を国に上げるべきだ。

賛 成

賛 成



ことうら議会だより2014年８月１日第41号 3

新たに選任された各地区の財産区管理会委員の皆さん

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　除＝除

じょ
斥
せき
※１　　退＝退席※２

※１　一身上に関する議案のため採決に加わりません。
※２　議場外に退席のため採決は棄権となります。
請願の件名その他詳細につきましては19ページをご覧ください。

賛否が分かれた議案の起立採決による審議の結果

赤碕財産区管理会委員 成美財産区管理会委員 安田財産区管理会委員 以西財産区管理会委員

武　尾　頼　信 山　崎　昭　寿 石　賀　廣　文 高　力　嗣　男

田　中　健　文 足　立　栄　一 野間田　節　雄 谷　口　和　久

中　西　和　弘 淺　田　義　彰 真　山　育　雄 那　須　典　久

田　中　正　人 高　橋　廣　吉 米　田　　　勇 小　椋　康　男

井　木　　　裕 澤　田　豊　秋 松　岡　義　雄 山　下　　　修

藤　堂　裕　史 前　田　智　章 高　塚　俊　蔵 生　田　邦　夫

大　平　高　志 前　田　富　明 大　本　　　豊 小　川　克　彦

大
平　

高
志

澤
田　

豊
秋

桑
本　

賢
治

語
堂　

正
範

山
田　

義
男

藤
堂　

裕
史

藤
本　

則
明

新
藤　

登
子

高
塚　
　

勝

川
本
正
一
郎

小
椋　

正
和

手
嶋　

正
巳

青
亀　

壽
宏

前
田　

智
章

井
木　
　

裕

桑
本　
　

始

琴浦町税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ × × ○ ○ 議

平成26年度琴浦町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ 議

琴浦町赤碕財産区管理会委員の選任につき同意を
求めることについて 除 ○ ○ ○ ○ 除 × × × 欠 × ○ × ○ 除 議

琴浦町成美財産区管理会委員の選任につき同意を
求めることについて ○ 除 ○ ○ ○ ○ × × × 欠 ○ ○ × 除 ○ 議

琴浦町安田財産区管理会委員の選任につき同意を
求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町以西財産区管理会委員の選任につき同意を
求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○ ○ ○ × 議

さらなる年金削減の中止を求める意見書の提出に
ついて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ × ○ × × 議

○琴浦町農業委員の議会推薦
　丸山　環　さん（下大江）を全会一致で推薦しました。
○琴浦町人権擁護委員の選任に対する意見

足達　泰久　さん（保１区）、村上　隆　さん（竹内）の２名に対し全会一致で適任であると意見
を付しました。

人 事
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６月２日実施　役場本庁舎第１会議室

③�外国人の参政権を認めることになるのでは
ないか？
④�「最高規範」を制定するにしては、町民に
説明していないのではないか？
⑤�住民投票とセットで提案すべきではないか？

自治基本条例の説明を聞いた。（疑問に思い）調べて
みると問題があることがわかった。
４月にはパブリックコメントの募集があり、６月に
議会提案されるということで意見交換会を申し入れ
た。
� 《じげ歴史の会 代表 米田さん》

特集 「じげ歴史の会」と議会が意見交換会

町外者も住民にするのはお
かしい。宗教団体が支所を
作れば信者が入り、それが
住民になる。

条例は、「住民」と「町民」
があいまいになっている。
連合赤軍やオウムも町民に
なる。住所のある人に限る
べきだ。 

住民投票を参考、尊重、と
いうが、住民投票で（住民
の）意思を知り、尊重すれ
ば議会は必要なくなるので
はないか。　

これを見て私も議会の否定
と思った。議会基本条例が
自治基本条例と思ってい
る。私は必要ないと思って
いる。 　　　《桑本始議員》

これは理念条例であり、細
かく規定しなくてもいい。
これはあくまでも町内の最
高規範だ、としている。

 《語堂議員》

この条例は必要ないと思う。
憲法、地方自治法の精神を徹
底すればいい町になる。行政
の責任、議会の役割をあいま
いにする。 　　　《青亀議員》

住民投票は有効な方法。不
服審査など方法はいくらで
もある。条例の詳細を条例
にゆだねるなど審議に耐え
られない。 　　《青亀議員》

住民の３分の１の署名で
産廃も中止できることに
なる。皆さんの意見をく
み上げるためにも作るべ
きだ。　 《桑本賢治議員》

永住外国人は国でも結論
が出ていないのにこの条
例を通すことはおかしい。
理念、努力規定なら作る
必要はない。　 《大平議員》

町民が知らなさ過ぎる。
もっと町民と意見交換
する場を持つべきだと
思う。　　　 《澤田議員》

これは「町歌」そのもの
だ。町民憲章や町歌の文
言を並べている。これは
必要ない、と断言した。

《藤本議員》

なぜ必要か、誰の発想か、
たぶんよそにもあるから、
だと思う。議会に出れば、
反対する。 　　《藤堂議員》

私は（この条例は）いら
ない、と思う。もう少し
煮詰めて検討する課題で
はないか。　 《新藤議員》

町民がこの条例を望んで
いるとは思えない。早く
する必要はない。凍結す
べきだ。　　《手嶋議員》

執行部は、条例が必要だ
と思うなら、急がずに説
明責任を果たしてからに
すべきだ。　《山田議員》

憲法では地方参政権は「住民」
となっている。地方自治法は、
初めは「住民」だが、途中から「日
本国民」になっている。全国的
には永住外国人も入れていると
ころが多い。　　　 《青亀議員》

この条例が通ると危ない。
憲法と矛盾する。町民が言
いたい放題で収集がつかな
くなる。　

琴浦は琴浦、よそはよそ。
議会にしっかりしてもら
い、良くなる方向にしてい
ただきたい。 　

日本は間接民主主義、代
議制だが、これは直接民
主主義。何のために必要
なのかさっぱりわからな
い。

自分も今日ここに来るま
で、このような案が出てい
ることも知らなかった。説
明会などはされたと思う
が、大半の町民は知らない
と思う。 　

外国人参政権につながる
のと同じで、入れるべき
でない。国籍をとればい
い。 

今日、感じたことは「議会
がもう少し、しっかりして
いたら」というのが感想で
す。 　
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自治基本条例

議会との
意見交換会
大歓迎!!

テーマになった項目
　①「町民」の定義が広すぎるのではないか？
　②�代議制議会を軽視しているのではない

か？

今日は「じげ歴史の会」から申し入れをいただき、
意見交換会をもった。町長にはあせらず住民の皆さ
んの意見を聴いて、しっかりとしたものを出しても
らいたいと言っている。今日は皆さんの忌憚の無い
ご意見を聞かせていただきたい。
� 《桑本議長》

特集必要か?

町外者も住民にするのはお
かしい。宗教団体が支所を
作れば信者が入り、それが
住民になる。

条例は、「住民」と「町民」
があいまいになっている。
連合赤軍やオウムも町民に
なる。住所のある人に限る
べきだ。 

住民投票を参考、尊重、と
いうが、住民投票で（住民
の）意思を知り、尊重すれ
ば議会は必要なくなるので
はないか。　

これを見て私も議会の否定
と思った。議会基本条例が
自治基本条例と思ってい
る。私は必要ないと思って
いる。 　　　《桑本始議員》

これは理念条例であり、細
かく規定しなくてもいい。
これはあくまでも町内の最
高規範だ、としている。

 《語堂議員》

この条例は必要ないと思う。
憲法、地方自治法の精神を徹
底すればいい町になる。行政
の責任、議会の役割をあいま
いにする。 　　　《青亀議員》

住民投票は有効な方法。不
服審査など方法はいくらで
もある。条例の詳細を条例
にゆだねるなど審議に耐え
られない。 　　《青亀議員》

住民の３分の１の署名で
産廃も中止できることに
なる。皆さんの意見をく
み上げるためにも作るべ
きだ。　 《桑本賢治議員》

永住外国人は国でも結論
が出ていないのにこの条
例を通すことはおかしい。
理念、努力規定なら作る
必要はない。　 《大平議員》

町民が知らなさ過ぎる。
もっと町民と意見交換
する場を持つべきだと
思う。　　　 《澤田議員》

これは「町歌」そのもの
だ。町民憲章や町歌の文
言を並べている。これは
必要ない、と断言した。

《藤本議員》

なぜ必要か、誰の発想か、
たぶんよそにもあるから、
だと思う。議会に出れば、
反対する。 　　《藤堂議員》

私は（この条例は）いら
ない、と思う。もう少し
煮詰めて検討する課題で
はないか。　 《新藤議員》

町民がこの条例を望んで
いるとは思えない。早く
する必要はない。凍結す
べきだ。　　《手嶋議員》

執行部は、条例が必要だ
と思うなら、急がずに説
明責任を果たしてからに
すべきだ。　《山田議員》

憲法では地方参政権は「住民」
となっている。地方自治法は、
初めは「住民」だが、途中から「日
本国民」になっている。全国的
には永住外国人も入れていると
ころが多い。　　　 《青亀議員》

この条例が通ると危ない。
憲法と矛盾する。町民が言
いたい放題で収集がつかな
くなる。　

琴浦は琴浦、よそはよそ。
議会にしっかりしてもら
い、良くなる方向にしてい
ただきたい。 　

日本は間接民主主義、代
議制だが、これは直接民
主主義。何のために必要
なのかさっぱりわからな
い。

自分も今日ここに来るま
で、このような案が出てい
ることも知らなかった。説
明会などはされたと思う
が、大半の町民は知らない
と思う。 　

外国人参政権につながる
のと同じで、入れるべき
でない。国籍をとればい
い。 

今日、感じたことは「議会
がもう少し、しっかりして
いたら」というのが感想で
す。 　
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ここが
聞きた

い

質問議員 質　問　事　項 掲載ページ

藤本　則明 ①旧安田小学校の跡地利活用について
②琴浦町に小・中学生の合唱団の育成を 6

青亀　壽宏

①琴浦町が行っている自衛隊募集などの事務の今後について
②教育委員会制度の改悪による教育委員会の形骸化について
③総合体育館のバスケットゴールをクリア板に
④福祉事務所設置の効果と今後の生活困窮者支援体制
⑤町が取得した赤碕台場跡の利･活用について

7

大平　高志
①安全･安心な暮らしを守るための施策について
②図書館分館の機能拡充について
③自治基本条例（案）の取り組みについて

9

桑本　賢治
①琴浦町自治基本条例について
②通学路の防犯灯設置の環境整備状況について
③琴浦町有施設の遊具の実態について
④琴浦町の消防団組織の現状について

10

高塚　　勝 ①補助金の見直しについて
②監査委員の増員について 11

語堂　正範
①国際交流と多文化共生について
②内部提案制度を導入してはどうか
③河川の考え方について

12

手嶋　正巳 ①古布庄保育園の有効利用は
②シルバー人材で空き家を管理しては 13

澤田　豊秋 ①人権を基軸にした安心安全に暮らせるまちづくりについて
②地域力の向上について 14

川本正一郎 ①人口減対策総合施策（コトウライフ）について 15

山田　義男 ①琴浦物産館について 16

小椋　正和 ①観光ビジョンと道路案内表示について
②旧３小学校閉校後の利活用について 16

　

将
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を
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長

藤本　則明 議員

　

跡
地
利
用
に

つ
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て
は
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庭

や
体
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は
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ポ

ー
ツ
活
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に
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。
校
舎

な
ど
は
地
域
の
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優

先
に
利
活
用
す
る
。

　

陸
上
養
殖
も
選
択
の
ひ

と
つ
だ
が
、
大
量
の
水
が

必
要
で
あ
り
慎
重
に
考
え

る
。

　

日
帰
り
温
泉
は
リ
ス
ク

が
高
く
困
難
で
あ
る
。



ことうら議会だより2014年８月１日第41号 7

　

全
国
で
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、
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大
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ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

我
が
町
に
も
小
・
中
学

生
に
よ
る
合
唱
団
を
育
成

し
て
は
ど
う
か
。

石
前
教
育
委
員
長

　

学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
場

で
文
化
・
芸
術
の
普
及
活

動
を
進
め
、
子
ど
も
の
成

長
を
支
援
し
た
い
。

小
林
教
育
長

　

さ
ま
ざ
ま
な

文
化
・
芸
術
活

動
を
通
じ
て
感
性
を
磨
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
や
学
校
が

主
導
で
合
唱
団
の
育
成
と

い
う
こ
と
は
今
は
考
え
て

い
な
い
。

　

安
倍
政
権
は

憲
法
解
釈
を
変

え
、
日
本
へ
の
攻
撃
が
無

く
て
も
自
衛
隊
が
ア
メ
リ

カ
と
一
緒
に
な
っ
て
海
外

で
戦
争
す
る
国
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

自
治
体
と
公
務
員
に
は

憲
法
の
尊
重
･
遵
守
義
務

が
あ
る
。
憲
法
が
変
わ
っ

て
い
な
い
も
と
で
実
質
的

な
軍
の
募
集
に
な
る
自
衛

隊
の
募
集
事
務
を
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

　

国
の
安
全
を

保
ち
、
人
命
救

助
な
ど
の
平
和
活
動
を
行

っ
て
い
る
自
衛
隊
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
今
後
も

自
衛
隊
の
募
集
事
務
の
一

部
を
行
っ
て
行
く
。

青亀　壽宏 議員

今
後
も
続
け
る

自
衛
隊
の
募
集
ど
う
す
る
の
か

山
下
町
長

小
・
中
学
生
の
合
唱
団
を

教
育
委
員
会
制
度
堅
持
す
る
立
場
か

合
唱
団
は
考
え
て
い
な
い

教
育
振
興
を
進
め
る

小
林
教
育
長

小
林
教
育
長

文
化
・
芸
術
を
支
援
す
る

理
念
を
大
切
に
す
る

石
前
教
育
委
員
長

石
前
教
育
委
員
長

藤
本
議
員

青
亀
議
員

　

日
本
の
教
育

は
国
連
か
ら
異

常
な
歪
み
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

「
戦
争
で
き
る
国
」
と
い

う
国
策
に
従
順
な
人
づ
く

り
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

国
連
子
ど
も
権
利
条
約

の
立
場
か
ら
も
現
行
教
育

委
員
会
制
度
は
堅
持
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
う
い
う

立
場
に
立
っ
て
い
る
の

か
。

石
前
教
育
委
員
長

　

こ
の
法
律
の

理
念
で
あ
る
教

育
の
機
会
均
等
、
教
育
水

準
の
維
持
向
上
及
び
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
教
育
の

振
興
は
実
現
し
て
お
り
、

今
後
制
度
が
変
え
ら
れ
よ

う
が
、
こ
の
理
念
に
基
づ

き
琴
浦
町
教
育
行
政
を
推

進
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

小
林
教
育
長

　

教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
こ

の
法
律
に
定
め
る
理
念
で

あ
る
教
育
の
機
会
均
等
、

教
育
水
準
の
維
持
向
上
及

び
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

教
育
の
振
興
を
押
し
進
め

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。
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総
合
体
育
館

の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
板
が
ク

リ
ア
板
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
公
式
戦
が
開
け
な
い
、

と
い
う
。

　

ゴ
ー
ル
の
金
属
疲
労
な

ど
に
よ
る
老
朽
化
も
あ

り
、
総
合
体
育
館
に
ふ
さ

わ
し
く
あ
ら
ゆ
る
公
式
戦

が
開
け
る
よ
う
改
善
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

ゴ
ー
ル
板
に

つ
い
て
透
明
板

を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と

を
義
務
付
け
た
規
定
は
な

い
。

　

中
部
の
状
況
は
、
既
存

の
ボ
ー
ド
の
劣
化
に
合
わ

せ
て
改
修
す
る
際
に
は
透

明
の
ボ
ー
ド
を
採
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
町
内
に
お

い
て
も
、
劣
化
状
況
、
ル

ー
ル
改
正
及
び
利
用
状
況

等
に
合
わ
せ
て
、
順
次
替

え
て
い
く
。

　

町
に
福
祉
事

務
所
が
で
き
て

３
年
に
な
る
。
生
活
困
窮

者
の
た
め
、
福
祉
事
務
所

が
で
き
た
意
義
と
効
果
は

ど
う
現
れ
て
い
る
か
。

　

生
活
困
窮
者
に
た
い
す

る
懇
切
・
丁
寧
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
福
祉
事
務

所
が
よ
そ
で
あ
る
よ
う
な

反
対
物
に
な
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

が
適
切
に
対
応
し
て
い
る

か
。

　

生
活
相
談
が

身
近
な
と
こ
ろ

で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
住
民
の
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
役
割
が
実
現
で
き
て
い

る
。

　

今
年
度
よ
り
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
を
増
員
し
て
３
人

体
制
で
臨
ん
で
お
り
、
迅

速
に
業
務
が
達
成
さ
れ
、

家
庭
訪
問
等
に
よ
り
保
護

の
適
正
実
施
が
図
れ
る
よ

う
努
め
る
。

　

25
年
度
最
終

補
正
で
町
が
３

６
８
１
万
円
で
取
得
し
た

赤
碕
台
場
跡
地
の
取
得
理

由
は
、「
史
跡
の
保
存
」

と
「
活
用
」
だ
が
、
埋
め

立
て
ら
れ
た
台
場
を
ど
う

保
存
す
る
の
か
。
ま
た
、

原
型
が
存
在
し
な
い
も
の

を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

　

誰
が
価
値
を
認
め
て
取

得
に
至
っ
た
の
か
。

山
下
町
長　

赤
碕
台
場
跡

の
積
極
的
な
調

査
を
進
め
、
国
・
県
と
文

化
財
の
史
跡
指
定
を
進
め

る
。

　

ま
た
、
旧
道
周
辺
地
域

の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
整
備
し
、
地
域
の

活
性
化
を
進
め
る
。

　

指
定
後
は
保
存
活
用
整

備
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、保
存
と
活
用
を
図
る
。

小
林
教
育
長

　

円
形
台
場
は

珍
し
く
、
今
後

の
調
査
に
よ
っ
て
は
、

国
・
県
史
跡
と
し
て
の
指

定
の
可
能
性
が
高
い
と
聞

い
て
お
り
、
今
後
は
文
化

赤
碕
台
場
跡
地

価
値
認
め
た
の
は
誰

指
定
の
可
能
性
高
い
小
林
教
育
長

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

山
下
町
長

青
亀
議
員

順
次
替
え
て
い
く

適
正
実
施
に
努
め
る

バ
ス
ケ
の
ゴ
ー
ル
板
を

ク
リ
ア
板
に

福
祉
事
務
所

反
対
物
に
な
る
な

小
林
教
育
長

山
下
町
長

青
亀
議
員

青
亀
議
員
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庁
、
県
の
教
育
委
員
会
と

協
議
を
進
め
ま
す
。

　

指
定
後
は
幅
広
い
意
見

国
道
交
差
点
改
良
に
続
き

山
下
町
長

町
道
の
拡
幅
を を

求
め
な
が
ら
保
存
及
び

活
用
の
計
画
を
作
成
す
る

予
定
で
す
。

　

町
道
の
小
学

校
松
谷
線
と
荒

神
谷
線
か
ら
国
道
９
号
線

に
接
す
る
部
分
は
、
視
界

も
悪
く
、
今
後
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
、
大
変

危
険
で
あ
る
。

　

早
急
に
道
路
を
拡
幅
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

国
道
９
号
線

の
赤
碕
小
学
校

入
口
交
差
点
の
改
良
工
事

を
国
土
交
通
省
が
計
画
し

て
お
り
、
平
成
27
年
度
に

は
完
成
す
る
予
定
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
赤
碕

小
学
校
ま
で
改
良
す
る
。

大平　高志 議員

　

分
館
は
、
本

館
に
比
べ
蔵
書

数
は
５
分
の
１
で
あ
り
、

各
種
コ
ー
ナ
ー
も
無
い

が
、
分
館
は
、
蔵
書
に
対

し
て
の
貸
出
割
合
は
非
常

に
高
い
。

　

町
民
の
知
識
や
教
養
を

得
る
場
に
格
差
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
分
館
の
機

能
強
化
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

山
下
町
長　

今
は
図
書
館

が
相
互
の
貸
し

借
り
を
行
う
こ
と
が
主
流

に
な
っ
て
い
る
。

　

本
館
・
分
館
及
び
移
動

図
書
館
分
館
の
機
能
拡
充
を

カ
バ
ー
す
る
よ
う
心
が
け
る

小
林
教
育
長

機
能
的
に
運
営

山
下
町
長

大
平
議
員

図
書
館
車
に
よ
り
町
内
42

ヶ
所
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
設
け
て
い
る
。

　

本
館
・
分
館
が
機
能
的

に
連
携
し
合
う
運
営
を
し

て
い
き
た
い
。

小
林
教
育
長

　

図
書
館
本

館
・
分
館
、あ
る

い
は
ま
な
タ
ン
号
な
ど
琴

浦
町
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う

心
が
け
る
。

　

ま
た
、
相
互
貸
借
に
よ

る
県
内
の
図
書
館
蔵
書
の

利
用
、
町
内
施
設
の
連
携

も
行
っ
て
い
る
。

　

住
民
票
の
写

し
等
の
交
付
の

「
本
人
通
知
制
度
」
の
周

知
が
不
十
分
で
は
な
い

か
。 

　

不
正
取
得
時
に
登
録
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
通
知
す

る
「
被
害
告
知
型
制
度
」

も
併
せ
て
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

現
在
登
録
者

数
は
45
名
、
本

人
通
知
件
数
は
７
件
。
制

度
の
広
報
周
知
は
町
報
に

３
回
、部
落
懇
談
会
や「
つ

な
が
り
あ
う
こ
と
う
ら
」

で
知
ら
せ
た
。

　

不
正
取
得
防
止
の
た
め

に
も
、
周
知
に
努
め
、
前

向
き
に
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

研
究
を
進
め
る

戸
籍
の
不
正

請
求
の
対
応
は

山
下
町
長

大
平
議
員

危険が予想される町道（写真奥）

町民生活課　戸籍申請窓口
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自
治
基
本
条

例
の
策
定
委
員

会
が
行
っ
た
地
区
別
の
説

明
会
の
住
民
の
出
席
が
概

ね
１
％
に
も
満
た
な
い
低

調
さ
だ
っ
た
。

　

こ
れ
で
は
、
自
治
基
本

条
例
の
再
度
検
討
が
必
要

で
は
。

　

こ
の
自
治
基

本
条
例
の
素
案

を
も
と
に
、
町
民
の
方
、

議
会
も
含
め
て
幅
広
く
論

議
を
丁
寧
に
積
み
上
げ
て

い
き
た
い
。

　

小
学
校
統
廃

合
に
伴
い
、
通

学
が
広
範
囲
と
な
り
、
通

学
路
の
安
全
点
検
が
必
要

と
な
る
。
特
に
、
夕
方
の

照
明
は
重
要
で
、
暗
い
所

に
防
犯
灯
の
設
置
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

船
上
小

学
校
準
備

委
員
会
の
安
全
点
検

の
結
果
、
通
学
路
整

備
と
合
わ
せ
て
10
基

を
新
た
に
設
置
し

た
。

　

聖
郷
小
学
校
に
つ

要
望
に
応
え
て
い
る

山
下
町
長

通
学
路
の

防
犯
灯
整
備
を

桑
本
議
員

い
て
は
、
部
落
要
望
に
よ

り
県
道
東
伯
野
添
線
に
３

基
を
新
た
に
設
置
し
た
。

今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
て

設
置
し
た
い
。

周
知
方
法
考
え
る

理
解
さ
れ
て
い
な
い

自
治
基
本
条
例

山
下
町
長

　

琴
浦
町
自
治

基
本
条
例
案

は
、
今
日
的
な
重
要
課
題

と
認
識
し
て
い
る
が
、
町

民
に
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ご
指
摘
の
と

お
り
、
自
治
基

本
条
例
案
が
十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
広

報
紙
や
説
明
会
の
開
催
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
検
討

す
る
。

　

自
治
基
本
条
例
を
周
知

す
る
と
共
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す

る
機
会
を
設
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

桑本　賢治 議員

幅
広
い
議
論
を
期
待

山
下
町
長

自
治
基
本
条
例

�
再
検
討
を
大
平
議
員

語用政行 語用政行
Q & A

●
自
治
基
本
条
例
と
は
な
に
か
？

　
地
域
課
題
へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く
り
を
誰
が

ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決

め
て
い
く
の
か
を
文
章
化
し
た
も
の
で
、
自
治

体
の
仕
組
み
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
条
例
で

す
。

通学路に新たに設置された防犯灯
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消
防
団
は
火

事
の
消
火
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、

地
域
の
安
全
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
。
団
員
の

高
齢
化
や
団
員
不
足
の
問

題
も
あ
り
、
魅
力
の
あ
る

消
防
団
と
す
る
た
め
に
、

団
員
の
待
遇
改
善
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

団
員
数
の
充

足
率
は
95
・
３

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

分
団
当
た
り
の
定
数
は

15
人
で
、
定
数
に
満
た
な

い
分
団
は
ひ
と
つ
。
女
性

中
部
で
一
番
高
い

山
下
町
長

消
防
団
の

待
遇
改
善
を

桑
本
議
員

班
に
つ
い
て
は
、
定
数
が

15
人
に
対
し
て
８
人
。

　

平
均
年
齢
は
男
性
が

42
・
３
歳
、
女
性
は
50
歳

前
後
。
団
員
の
報
酬
は
年

額
４
万
３
７
０
０
円
で
中

部
で
最
も
高
い
額
と
な
っ

て
い
る
。
退
職
金
に
つ
い

て
も
、法
律
改
正
に
伴
い
、

３
月
議
会
で
一
律
５
万
円

の
増
額
を
し
た
。

　

各
種
補
助
金

に
つ
い
て
は
、

監
査
の
審
査
意
見
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
様
に
、
一

旦
、
現
行
の
全
補
助
金
を

白
紙
と
し
、
改
め
て
交
付

団
体
の
交
付
申
請
を
求

め
、
補
助
金
認
定
検
討
委

員
会
（
仮
称
）
を
設
置

し
、
検
討
し
て
、
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

合
併
協
議
の

中
で
、
総
額
を

原
則
10
％
カ
ッ
ト
、
18
項

目
の
見
直
し
が
示
さ
れ
、

年
次
計
画
に
沿
っ
て
廃

止
、
減
額
等
を
実
施
し
て

き
た
。

　

行
財
政
改
革
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
補
助
金
に
つ

い
て
も
必
要
な
見
直
し
、

整
理
、
合
理
化
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
く
。

見
直
し
て
い
る

補
助
金
の
見
直
し
を山

下
町
長

高塚　　勝 議員

　

公
園
内
に
設

置
さ
れ
た
遊
具

が
、
危
険
で
あ
る
と
い
う

理
由
で
撤
去
さ
れ
て
い
る

が
、
代
替
の
遊
具
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

　

東
伯
総
合
公
園
の
遊
具

が
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
は
必
要
で
は
な
い

か
。 遊

び
場
調
査
中

山
下
町
長

遊
具
は

必
要
で
は

桑
本
議
員

　

遊
具
の
撤
去

後
は
、
保
護
者

の
意
見
な
ど
を
考
慮
し
、

全
町
的
な
視
点
か
ら
公
園

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

今
年
度
、
人
口
減
対
策

と
し
て
子
ど
も
の
遊
び
場

調
査
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
の
整
備
方
針
を

策
定
す
る
予
定
。

総合公園

遊具が撤去された東伯総合公園遊び場

決算審査意見書
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交
流
・
啓
発
を

行
っ
て
い
く

外
国
人
観
光
客
の

受
け
皿
の
整
備
は

山
下
町
長

　

行
政
の
内
部

か
ら
提
案
で
き

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
必

要
で
あ
る
と
思
う
。

　

新
し
い
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
給
（
成
果
給
）
な

ど
成
果
主
義
を
取
り
入
れ

た
仕
組
み
を
導
入
す
る
な

ど
、
人
事
評
価
の
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　

内
部
で
の
提

案
募
集
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
は
、
多

く
の
職
員
が
提
案
で
き
る

よ
う
な
職
場
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

提
案
に
対
す
る
評
価
は

給
与
や
賞
与
な
ど
に
反
映

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
給

も
ひ
と
つ
の
方
法
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
人
事
評
価
制

度
で
評
価
を
行
う
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

提
案
で
き
る

職
場
づ
く
り
が
必
要

人
事
評
価
の

新
た
な
仕
組
み
を

山
下
町
長

語
堂
議
員

　

琴
浦
町
は
行

政
、
民
間
と
も

に
国
際
交
流
が
盛
ん
で

す
。
鳥
取
県
は
江
原
道
と

の
友
好
締
結
20
周
年
を
迎

え
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
、

海
外
市
場
開
拓
の
推
進
な

ど
国
際
化
の
動
き
も
進
ん

で
い
る
。
琴
浦
町
も
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
、
在
住

外
国
人
の
支
援
な
ど
、
受

け
皿
を
整
備
す
る
考
え
は

あ
る
か
。　

麟
蹄
（
イ
ン

ジ
ェ
）
郡
の
民

間
団
体
と
の
交
流
を
進
め

る
団
体
へ
の
国
際
交
流
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣

を
行
う
。

　

日
韓
友
好
交
流
公
園
で

は
、
韓
国
の
伝
統
音
楽
、

舞
踊
、
韓
国
の
紙
で
作
っ

た
細
工
の
作
品
づ
く
り
、

ま
た
９
月
に
は
干
し
ダ
ラ

の
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
等
紹

介
し
、
交
流
・
啓
発
を
行

っ
て
い
く
。

語堂　正範 議員

　

町
は
１
年
間

に
１
６
５
億

円
、
１
日
平
均
４
５
０
０

万
円
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

監
査
制
度
の
充
実
の
た

め
、
識
見
を
有
す
る
監
査

委
員
は
現
在
１
名
で
あ
る

が
、
２
名
以
上
に
増
員
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

弁
護
士
、公
認
会
計
士
、

税
理
士
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
外
部
監
査
制
度
を
取

り
入
れ
、
充
実
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

監
査
委
員
は

監
査
委
員
協
議

会
等
に
お
い
て
、
毎
年

様
々
な
研
修
を
重
ね
、
監

査
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
現
行
の
２
名

体
制
で
十
分
に
機
能
し
て

お
り
、
増
員
の
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

増
員
は
必
要
な
い

山
下
町
長

監
査
委
員
の

増
員
を

高
塚
議
員
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地
域
で
活
用
す
る

古
布
庄
保
育
園
の
活
用
は

山
下
町
長

望
ま
し
く
な
い

シ
ル
バ
ー
で

空
き
家
管
理
を

山
下
町
長

手
嶋
議
員

　

人
口
減
少
、

高
齢
化
に
よ

り
、
自
然
災
害
が
起
き
た

時
の
水
路
等
の
維
持
の
住

民
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

　

河
川
は
、地
域
活
性
化
、

教
育
等
に
も
活
用
で
き
る

地
域
財
産
だ
と
考
え
る
。

河
川
の
活
用
を
行
う
考
え

は
あ
る
か
。

山
下
町
長　

町
で
は
平
成

25
年
７
月
に
用

水
の
確
保
に
か
か
る
費
用

を
助
成
す
る
独
自
の
制
度

を
創
設
し
た
。
早
急
な
対

応
を
可
能
と
し
、
持
続
可

能
な
農
業
生
産
及
び
安

全
、
安
心
な
農
村
づ
く
り

に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

小
林
教
育
長

　

自
然
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
体
験
学
習
の
現

場
で
す
。
川
遊
び
、
環
境

や
生
物
な
ど
の
調
査
、
河

川
の
美
化
活
動
な
ど
を
自

然
の
中
で
実
体
験
を
通

し
、
心
の
教
育
も
同
時
に

行
う
こ
と
の
で
き
る
大
切

な
校
外
学
習
と
考
え
て
い

る
。

災
害
時
の
水
路
維
持
は

大
切
な
校
外
学
習
小
林
教
育
長

独
自
の
制
度
つ
く
っ
た

山
下
町
長

語
堂
議
員

　

古
布
庄
保
育

園
は
平
成
23
年

３
月
で
休
園
と
な
り
、
３

年
２
ヵ
月
経
過
し
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
明
確
な
有

効
利
用
の
姿
が
見
え
な

い
。

　

現
在
の
園
舎
を
残
し
て

何
に
利
用
す
る
の
か
。

　

さ
ら
地
に
し
て
何
か
に

利
用
す
る
の
か
。

　

い
つ
頃
を
目
安
に
判
断

を
さ
れ
る
の
か
。

　

平
成
24
年
10

月
に
古
布
庄
地

域
で
「
魅
力
あ
る
古
布
庄

を
つ
く
る
会
」
が
設
立
さ

れ
、地
域
活
性
化
の
た
め
、

小
学
校
、
保
育
園
で
何
が

で
き
る
か
検
討
を
重
ね
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
施
設
と
し
て
保

育
園
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

手嶋　正巳 議員

　

空
き
家
の
管

理
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

「
琴
浦
町
空
き
家
管
理
業

務
提
携
事
業
」（
仮
称
）

と
し
て
取
り
組
み
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　

所
有
者
に
代
わ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

空
き
家
の
除
草
、
植
木
の

剪
定
、
窓
の
開
閉
、
小
修

繕
、
見
回
り
な
ど
を
有
料

で
行
う
年
間
契
約
を
結
ぶ

こ
と
で
安
く
管
理
で
き
る

と
思
う
が
。

　

空
き
家
は

年
々
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

な
ど
は
老
朽
化
が
進
み
瓦

や
外
壁
材
の
飛
散
等
が
生

じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

本
来
、
建
物
の
維
持
管

理
は
、
所
有
者
が
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
所
有

者
に
か
わ
り
管
理
を
行
う

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と

考
え
て
い
る
。

廃園となった古布庄保育園



ことうら議会だより 2014年８月１日第41号14

小
林
教
育
長

　

人
権
教
育
の

職
員
研
修
を
行

い
、
町
民
の
方
を
大
切
に

す
る
事
を
第
一
に
、
職
員

の
た
め
の
「
接
遇
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
沿
い
、
言
葉
づ

か
い
、
窓
口
対
応
、
電
話

対
応
な
ど
、
高
い
意
識
を

も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。

　

安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
人
権
を
基
軸
に
据

え
た
取
り
組
み
が
重
要
で

す
。

　

特
に
、
行
政
職
員
の
研

修
の
充
実
を
図
り
、
人

権
・
同
和
教
育
の
視
点
を

し
っ
か
り
持
っ
て
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る

べ
き
で
す
。

　

町
民
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
心
豊
か
で
思
い

や
り
の
あ
る
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
が
大
切
と
考

え
る
が
、
町
長
・
教
育
長

の
所
見
を
伺
う
。

山
下
町
長　

職
員
の
人

権
・
同
和
教
育

研
修
は
年
間
計
画
を
立
て

て
、
現
地
研
修
、
全
体
研

修
、
課
内
研
修
な
ど
行
っ

て
い
る
。

　

人
権
・
同
和
教
育
の
視

点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
、
職
場
や
地

域
に
お
い
て
も
自
主
的
に

推
進
で
き
る
力
を
発
揮
で

き
る
職
員
と
な
る
た
め
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

人
権
を
基
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
っ
て
い
る

小
林
教
育
長

職
員
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る

山
下
町
長

　

琴
浦
町
で

は
、
平
成
19
年

の
集
中
豪
雨
災
害
や
平
成

23
年
の
豪
雪
災
害
の
発
生

を
受
け
、
町
も
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
る
。

　

公
助
、
共
助
、
自
助
の

関
係
を
一
層
充
実
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特

に
自
主
防
災
組
織
の
整

備
、
充
実
が
急
が
れ
る
と

思
う
が
、
現
状
と
今
後
の

取
組
は
。　

現
在
、
町
内

の
各
部
落
に
対

し
て
自
主
防
災
組
織
の
登

録
を
推
進
し
て
い
る
。

　

各
部
落
に
は
自
治
会
防

災
部
や
自
衛
の
消
防
団
を

作
っ
て
い
る
所
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
連
帯
感
の

醸
成
を
育
む
観
点
か
ら

も
、
自
主
防
災
組
織
の
組

織
化
及
び
育
成
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織

育
成
は
か
る

山
下
町
長

澤
田
議
員

自
主
防
災
組
織
の

現
状
と
今
後
は

澤田　豊秋 議員

自主防災訓練の様子
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人
口
減
総
合
施
策
は
？

魅
力
あ
る
教
育
ア
ピ
ー
ル

小
林
教
育
長

人
口
の
減
少
幅
減
ら
す

山
下
町
長

公
民
館
長
の
待
遇
改
善
を

整
備
、
充
実
の
方
向
を
検
討

小
林
教
育
長

館
長
の
報
酬
は
検
討

山
下
町
長

澤
田
議
員

　

住
民
に
よ
る

地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
自
主
的
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
さ
ら
に
活
か
す
た
め
に

も
、
各
地
区
公
民
館
等
と

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

各
団
体
の
支
援
は
勿
論
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と

共
に
、
各
地
区
公
民
館
体

制
の
整
備
充
実
（
特
に
館

長
の
勤
務
時
間
と
報
酬
の

改
善
）
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
長
、
教
育
長
の
所

見
を
伺
う
。

山
下
町
長　

地
域
活
性
化

団
体
は
継
続
し

て
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
で

は
、
今
後
と
も
地
域
活
性

化
団
体
と
協
力
、
連
携
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
各
地
区
公
民
館
と
も

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地

域
力
の
向
上
に
努
め
た

い
。

　

ま
た
、
公
民
館
長
の
報

酬
等
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。

小
林
教
育
長

　

各
地
区
公
民

館
で
は
小
学
校

統
合
に
伴
い
、
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

各
地
区
公
民
館
体
制
の

整
備
・
充
実
に
つ
い
て

も
、そ
の
必
要
性
は
高
く
、

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え

な
が
ら
、
そ
の
方
向
性
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
そ
に
先
駆

け
て
実
施
す
る

事
業
や
施
策
は
あ
る
の
か
。

　

各
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
合
わ
せ
た
支
援
策

と
は
何
か
、
ま
た
、
そ
の

推
進
策
と
は
。

　

少
子
高
齢
化
は
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
改
善
点
を
把
握
し
て
事

業
を
推
進
す
る
の
か
。

　

コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
総
合
窓

口
と
か
専
門
職
員
の
配
置

を
考
え
な
い
の
か
。

山
下
町
長　

第
３
子
以
降

の
出
産
祝
い
金

は
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

全
国
、
県
内
で
先
駆
け

て
と
い
う
も
の
は
な
い

が
、
１
０
０
人
以
下
の
事

業
所
へ
の
育
児
休
業
促
進

事
業
、
保
育
料
を
第
３
子

無
料
、
第
２
子
半
額
と
す

る
事
業
、
休
日
保
育
な
ど

が
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
は
、
深
刻

な
問
題
で
あ
り
、
人
口
の

減
少
幅
を
少
な
く
す
る
た

め
の
取
り
組
み
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
化
は
今
後
検
討

す
る
。

小
林
教
育
長

　

コ
ト
ウ
ラ
イ

フ
で
は
、
第
４

項
目
に
魅
力
的
な
教
育
環

境
の
整
備
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

　

小
学
校
の
統
合
が
実
現

し
、
新
し
い
環
境
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
生
き
生
き

と
集
団
活
動
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
様

か
ら
も
評
価
す
る
声
が
届

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

魅
力
あ
る
琴
浦
教
育
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

川本正一郎 議員
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10
年
後
を
見

据
え
た
観
光
振

興
、
観
光
整
備
の
施
策
と

し
て
、
観
光
で
生
計
を
立

て
ら
れ
る
人
を
増
や
す
、

町
の
主
要
産
業
に
す
る
、

観
光
に
よ
り
町
を
潤
す
と

謳
わ
れ
て
い
る
が
、
実
現

の
た
め
の
具
体
的
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

今
後
の
取
り
組
み
へ
の

対
応
、
助
成
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

観
光
案
内
と
道
路
案
内

表
示
に
わ
か
り
に
く
い
所

が
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い

も
の
に
改
善
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

情
報
発
信
の
強
化

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と

道
路
案
内
表
示

山
下
町
長

小椋　正和 議員

　

食
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
有

名
観
光
地
と
の
連
携
、
重

点
整
備
地
区
と
し
て
夢
街

道
ル
ネ
サ
ン
ス
、
塩
谷
定

好
写
真
記
念
館
な
ど
推
進

体
制
の
整
備
と
情
報
発
信

の
強
化
を
す
る
。

　

案
内
看
板
の
件
は
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
そ
の
都
度
協
議
を
し

て
い
く
。

　

聞
い
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
人

の
意
見
は
、「
駐
車
場
が

遠
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

物
産
館
前
の
広
場
を
駐
車

場
に
す
る
た
め
、
舗
装
工

事
費
を
町
が
負
担
し
、
国

交
省
と
交
渉
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

町
が
物
産
館
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
上
で
、
商
工

観
光
課
が
各
種
団
体
と
連

携
し
て
企
画
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

駐
車
場
か
ら

物
産
館
ま
で
遠

く
、
高
齢
者
な
ど
に
と
っ

て
は
不
便
で
、“
重
た
い

も
の
な
ど
が
買
え
な
い
”

と
い
っ
た
認
識
を
持
っ
て

い
る
。

　

国
土
交
通
省
へ
利
用
者

の
声
を
伝
え
、
協
議
し
て

い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
広
場
は
国
土

交
通
省
の
土
地
で
あ
り
、

駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き

国
土
交
通
省
へ
要
望
し
て
い
る

駐
車
場
を
近
く
に

山
下
町
長

山田　義男 議員

な
い
も
の
か
、
と
何
度
と

な
く
要
望
し
て
い
る
が
、

「
検
討
す
る
」
と
い
う
の

が
国
土
交
通
省
の
見
解
で

す
。

物産館

船上山インター付近
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閉
校
小
学
校

の
利
活
用
に
つ

い
て
の
委
員
会
の
開
催
、

審
議
は
ど
の
よ
う
な
進
捗

状
況
な
の
か
。
ま
た
、
行

政
と
し
て
利
活
用
の
方
向

性
を
出
し
て
い
る
の
か
。

　

各
地
域
で
の
検
討
部
会

で
の
活
用
策
が
審
議
さ
れ

て
い
る
が
、
要
望
事
項
、

審
議
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

閉
校
３
校
の
利
活
用
は

重
要
課
題
で
あ
る
。
町
の

中
に
対
策
室
的
部
署
の
設

置
を
考
え
な
い
か
。

　

寄
贈
品
の
管
理
体
制
、

利
活
用
基
準
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長　

小
学
校
跡
地

の
利
用
と
活
用

に
つ
い
て
は
意
見
交
換
会

を
４
回
開
催
し
て
お
り
、

各
地
区
の
状
況
を
共
有
し

て
い
る
。

　

校
庭
や
体
育
館
は
地
域

の
活
動
に
使
用
し
、
他
の

施
設
に
つ
い
て
は
地
域
の

意
見
を
お
聞
き
し
、
企
業

誘
致
も
含
め
た
民
間
で
の

活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

石
前
教
育
委
員
長

　

学
校
の
歴
史

あ
る
い
は
地
域

の
歴
史
を
飾
る
品
々
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
適
切
に
保

管
後
、
後
世
に
引
き
継
が

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

小
林
教
育
長

　

閉
校
施
設
の

管
理
業
務
に
つ

い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
、
定

期
的
な
除
草
作
業
を
行

い
、
美
観
を
損
な
わ
な
い

よ
う
管
理
す
る
。
ま
た
、

地
域
と
協
同
で
の
取
り
組

シ
ル
バ
ー
に
管
理
を
委
託

小
林
教
育
長

後
世
に
引
き
継
ぐ

石
前
教
育
委
員
長

企
業
誘
致
も
含
め
民
間
活
用
も
検
討

山
下
町
長

小
椋
議
員

閉
校
小
学
校
の
利
活
用

み
も
検
討
す
る
。

　

備
品
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
残
存
品
を
確
認
し
、

整
理
し
て
い
く
。

旧古布庄小学校 旧安田小学校

旧以西小学校
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６
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
請

願
１
件
、陳
情
１
件
を
審
議
、各
課
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
物
産
館
こ
と
う
ら
、
町
内

の
廃
校
、
廃
園
を
視
察
し
た
。

　

請
願
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
す

る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対

す
る
意
見
書
は
青
亀
議
員
が
紹
介
議
員

と
な
っ
て
お
り
説
明
、
委
員
よ
り
質
問

を
受
け
審
議
、
趣
旨
採
択
４
・
棄
権
１

で
趣
旨
採
択
と
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

委
員
長　

語
堂
正
範

　

６
月
16
日
に
委
員
会
を
開
き
、
各
課

よ
り
内
容
説
明
を
聞
く
と
共
に
付
託
さ

れ
た
請
願
、
陳
情
案
件
を
協
議
し
、
内

容
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一�

、
さ
ら
な
る
年
金
削
減
の
中
止
を
求

め
る
請
願

一�

、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

一�

、「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る

陳
情

　

以
上
３
案
件
と
も
採
択
と
し
、
本
会

議
で
報
告
し
審
議
の
結
果
、
３
件
と
も

意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長　

藤
本
則
明

　

６
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関

係
各
課
よ
り
予
算
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

農
林
水
産
課
か
ら
は
多
目
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

上
下
水
道
課
か
ら
は
水
道
料
金
の
改
定

に
つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
船
上
山
ダ
ム
小
水
力
発
電
施

設
の
工
事
の
進
捗
状
況
を
委
員
会
と
し

て
現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
議
会
推
薦
は
、
丸
山
環

さ
ん
を
推
薦
す
る
事
を
本
会
議
に
提
案

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長　

山
田
義
男

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
前

委
員
長
と
企
画
情
報
課
長
か
ら
説
明
を

受
け
、
引
き
継
ぎ
を
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
に
「
町
企
業
誘
致
戦
略
チ

ー
ム
会
議
」
が
開
か
れ
、
委
員
も
傍
聴

し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
前

進
し
て
い
く
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
８

月
８
日
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

�

委
員
長　

新
藤
登
子

委 員 会 報 告

物産館ことうら視察

廃校の内部を見る

総
　
　
務

廃
校
・
廃
園
を
視
察

企
業
誘
致
推
進

特
別
委
員
会

８
月
研
修
開
催

教
育
民
生

常
任
委
員
会
報
告

農
林
建
設

水
道
料
金
改
定
へ

新しい企業誘致候補地（二軒屋）

視察の様子（発電施設内部）
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［平成26年６月定例会］

請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 紹介議員 要　　　旨 委員会
付託 結　果

請願
第２号

さらなる年金削減の
中止を求める請願

全日本年金者組合
鳥取県本部

委員長　増田修治
中部支部長　平井　隆

青亀壽宏
高齢者の生活と地域経済を
守るため、年金のさらなる
削減の中止を求める。

教民
採択

意見書
提出

陳情
第２号

ウイルス性肝炎患者
に対する医療費助成
の拡充を求める意見
書の提出に関する陳
情

倉吉市　平野宏幸

ウイルス性肝硬変・肝がん
に係る医療費助成制度を創
設することおよび身体障害
者福祉法上の肝機能障害に
よる身体障害者手帳の認定
基準を緩和し、患者の実態
に応じた認定制度にするこ
とを求める。

教民
採択

意見書
提出

陳情
第３号

地方財政の充実･強
化を求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　本川博孝

琴浦町職員労働組合
執行委員長　林原祐二

地方財政計画・地方税・地
方交付税については、国と
地方の十分な協議を保障し
た上であり方や総額を決定
し、需要に見合う総額を確
保することを求める。

総務
採択

意見書
提出

陳情
第４号

「手話言語法」制定
を求める意見書の提
出を求める陳情

公益社団法人
鳥取県聴覚障害者協会

理事長　荻原耕三

手話の重い歴史を踏まえつ
つ、ろう者、手話通訳者、
事業者、行政機関等の意見
を聴きながら、手話言語法

（仮称）を制定するよう強
く求める。

教民
採択

意見書
提出

請願
第４号

「 海 外 で 戦 争 す る
国」にする集団的自
衛権の行使容認に反
対する意見書の提出
を求める請願

鳥取県憲法会議
代表　浜田章作

青亀壽宏

憲法前文と第９条が規定す
る恒久平和主義、平和的生
存権の保障、戦争の放棄は
日本国憲法の基本原理であ
り、憲法解釈変更による集
団的自衛権の行使を容認し
ないよう強く求める。

総務
趣旨
採択

訂正とお詫び

前回の「議会だより」に間違いがありました。
企業誘致特別委員会の副委員長と委員の名前が違っていました。
正しくは「副委員長　桑本賢治」、「委員　大平高志」です。
訂正してお詫びします。
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と
て
も
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
自
治
基
本
条
例

案
に
対
す
る
じ
げ
歴
史
の
会
と
議
会
と
の

意
見
交
換
会
の
様
子
を
特
集
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

広
報
委
員
会
の
副
委
員
長
に
な
り
、
見

や
す
く
・
読
み
や
す
く
・
わ
か
り
や
す
い

広
報
誌
に
な
る
よ
う
、
頑
張
ら
ね
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
大
平　

高
志
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

青
亀　

壽
宏

副
委
員
長　

大
平　

高
志

委
員　
　
　

井
木　
　

裕

委
員　
　
　

新
藤　

登
子

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋

あ
と

　
　
が
き

町 民 の 声町 民 の 声町 民 の 声

県下議会 認定第１号

表
紙
写
真

　

し
ら
と
り
こ
ど
も
園

印刷：今井印刷株式会社  〒683-0103 鳥取県米子市富益町８

　

船
上
山
・
大
山
滝
の
麓
に
広
が
る

肥
沃
の
大
地
を
活
か
し
た
梨
・
和

牛
・
日
本
海
の
魚
介
類
等
は
琴
浦

4

4

の

生
活
の
源
で
す
。

　

平
成
22
年
大
晦
日
～
元
日
の
豪
雪

で
車
が
立
往
生
の
災
害
に
除
雪
・
炊

き
出
し
・
ト
イ
レ
提
供
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
全
国
に
発
信
さ
れ
、

「
天
の
助
け
」
と
の
絶
賛
は
琴
浦

4

4

の

人
情
の
温
か
さ
で
あ
り
、
転
勤
族
の

私
は
本
町
に
永
住
し
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
琴
浦
町
は
平
成
16
年
、
平

成
の
大
合
併
で
「
自
然
と
歴
史
が
調

和
し
た
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
未
来
」

と
ま
ち

4

4

の
基
本
理
念
を
定
め
、
今
年

９
月
に
10
周
年
を
迎
え
記
念
行
事
が

盛
り
沢
山
企
画
さ
れ
て
お
り
、
町
民

挙
っ
て
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

又
こ
の
10
年
の
節
目
を
捉
え
て

「
成
果
と
反
省
」に
立
ち「
出
前
講
座
」

と
し
て
各
地
区
公
民
館
及
び
地
区
で

の
座
談
会
の
開
催
を
提
言
し
ま
す
。

　

こ
の
種
の
座
談
会
は
総
論
・
賛

成
、
各
論
・
無
関
心
が
想
定
さ
れ
る

が
、
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
な
か

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
町
民
が
気

軽
に
意
見
が
言
え
る
、
町
当
局
・
議

会
・
町
民
が
三
位
一
体
の
精
神
を
10

周
年
の
目
玉
と
し
て
「
合
併
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
」
と
次
世
代
へ
繋
げ

た
い
も
の
で
す
。

　

日
頃
町
内
会
の
活
動
に
携
わ
っ
て

い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
ど
こ
で
も
そ

う
で
し
ょ
う
が
、
お
年
寄
り
の
数
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
健
康

で
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
少
数

で
、
ど
こ
か
病
気
だ
っ
た
り
、
足
腰

が
不
自
由
な
方
も
多
く
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
要
支
援
者
の
方
を

自
然
災
害
か
ら
ど
う
や
っ
て
守
っ
て

い
く
の
か
、
特
に
海
沿
い
の
集
落
は

大
津
波
に
襲
わ
れ
れ
ば
多
く
の
お
年

寄
り
が
犠
牲
に
な
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

琴
浦
町
で
は
、
日
本
海
で
も
大
津

波
は
起
こ
り
う
る
と
過
去
の
事
例
を

挙
げ
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
津
波
が

押
し
寄
せ
た
ら
消
防
、
警
察
、
自
衛

隊
は
即
時
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ

う
で
あ
れ
ば
や
は
り
地
元
町
内
会
で

助
け
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

町
議
会
に
は
毎
回
傍
聴
に
伺
い
ま

す
が
、
自
然
災
害
に
対
す
る
住
民
の

安
全
確
保
を
も
っ
と
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。
何
も
質
問
さ
れ

な
い
議
員
さ
ん
に
特
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

海
抜
標
識
を
設
置
さ
れ
、
津
波
の

危
険
を
公
表
さ
れ
て
か
ら
目
立
っ
た

動
き
が
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

災
害
は
明
日
に
で
も
襲
っ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
「
想
定
外

の
こ
と
」
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

山内　　茂さん高多　　誠さん


